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	主題名
	セルフジャッジ
	内容項目
	C 規則の尊重

	教材名
	セルフジャッジ
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	「ゲームがおもしろくなくなったのはなぜか」を考える過程で，セルフジャッジの理念と好き勝手を比較し，規則の存在意義について考えるため。

	ねらい
	きまりが何のために存在するのかを考えることを通して，その意義を理解し，進んでそれを守り，自分の義務を果たしていこうとする。
【理解，判断力】きまりの存在意義について主体的に考え，理解を深めている。
【心情】きまりを守ることの意義について，主人公の考えに共感する。
【実践意欲と態度】きまりを守るための自分の課題を考え，きまりを守っていこうとする。

	学習指導過程
	・きまりについての考えを話し合う。
・「セルフジャッジ」を読んで，きまりを守る大切さについて考える。
　★好き勝手をすることが楽しい生活にはつながらないことから，きまりの存在意義への理解が深まったか。

・きまりの存在意義について考える。
・自分の考えをまとめる。
　★きまりを守るための課題を考え，きまりを守っていこうとしているか。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●体育科
・ゴール型やネット型，ベースボール型のボール運動の学習において，セルフジャッジで試合に取り組むことを通して，ルールの大切さを感じ取らせる。
●道徳の授業
・「セルフジャッジ」を読んで，きまりを守る大切さについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●体育科
・ゴール型やネット型，ベースボール型のボール運動の学習において，自分たちでルールをくふうし，それを守り試合に取り組むことを通して，ルールの大切さを改めて感じ取らせる。
●学級活動
・クラスや学校に，なぜルールやきまりがあるのか話し合わせる。

	備考
	


